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牛のPasteurella multocida感染症の病型は，特異的

かつ多様であり，特定の血清型が関与する家畜法定伝染

病の出血性敗血症，飼育環境の悪化や複合感染に伴うこ

とで輸送性肺炎などを主徴とする子牛パスツレラ症があ

る．しかし，牛の乳房炎のからの分離報告はきわめて少

なく，分離例もホルスタイン種などの搾乳牛に限られて

いる［1h6］．今回，肉用牛の臨床型乳房炎に遭遇し，

P. multocidaが分離されたので，その概要を報告する．

これはP. multocidaが関与した黒毛和種繁殖牛からの

国内最初の症例報告である．

材 料 お よ び 方 法

発症牛：沖縄県石垣市の肉用牛繁殖農家で飼養される

2000年10月30日生まれの黒毛和種雌牛．

細菌学的検査：薬剤投与前の右前乳房の乳汁を採取

し，コロンビア5％ヒツジ血液寒天培地（日本ベクト

ン・ディッキンソン譁，福島）で好気培養を行った．分

離菌株の同定は市販キット（IDテストHNh20ラピッド

「ニッスイ」，日水製薬譁，東京）を用いて行った．

P. multocidaの特異的遺伝子の検出：既報［7］に

基づきPCRにより行った．

P. multocidaの莢膜抗原型別試験：既報［7］に基

づきPCRにより行った．

P. multocidaの菌体抗原型別試験：既報［8, 9］に

基づきゲル内沈降反応によりHeddlestonのO抗原型

16種類について行った．

PMT（Pasteurella multocida toxin）遺伝子 toxA

保有試験：既報［10］に基づきPCRにより行った．

薬剤感受性検査：分離菌について臨床検査標準委員会

（CLSI）［11］に準拠し，ミューラーヒントン5％ヒツジ

血液寒天培地（日本ベクトン・ディッキンソン譁，福

島）を用いて，ベンジルペニシリン，アンピシリン，セ

ファゾリン，カナマイシン，ゲンタマイシン，クリンダ

マイシン，オキシテトラサイクリン，ドキシサイクリン，

クロラムフェニコール，バンコマイシン，ホスホマイシ

ン，スルファメキサゾール／トリメトプリム（以上，日

水製薬譁，東京）およびエンロフロキサシン（栄研化学

譁，東京）の13薬剤について行った．

成　　　　　績

臨床症状： 2009年3月27日分娩．6月22日初診．数

日前より，右前分房が腫脹し，疼痛により子牛への授乳

を拒否している状態であった．体温39.5℃，脈拍90回/

分，呼吸30回/分．右前分房の乳汁はPLテスター（日

本全薬工業譁，東京）を用いた California Mastitis

Test（CMT）で陽性反応を示した．

治療経過：初診ではキシラジン塩酸塩（セラクター

ル，バイエルメディカル譁，東京）60mg鎮静下で，ベ

ンジルペニシリンプロカイン（400万単位）および硫酸

ジヒドロストレプトマイシン（4g）の合剤（乾乳用軟膏
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要　　　　　約

沖縄県石垣市で8歳の黒毛和種の繁殖牛が分娩後80日前後から右前乳房が腫脹，硬結し，California Mastitis Test

で陽性，臨床型乳房炎と診断された．乳汁の細菌検査ではPasteurella multocidaが純培養状に623 CFU/mlで分離さ

れた．分離菌はPCRによる莢膜抗原型別試験およびゲル内沈降反応による菌体抗原型別で血清型A：3，4と型別され，

PMT遺伝子 toxAは保有していなかった．この報告はP. multocidaが関与した黒毛和種牛の国内最初の乳房炎症例であ

る．―キーワード：乳房炎，Pasteurella multocida，血清型別．
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A，日本全薬譁，東京）を罹患乳房に注入した．7月7

日の第2診では罹患乳房内に膿瘍と思われる結節を認め

たため，セファピリンベンザチン（KPドライ，フォー

トダッジ譁，東京）300mgを注入した．第2診の最終治

療により罹患分房の症状は改善され治癒した．

細菌学的検査：乳汁から24時間培養で非溶血性のム

コイド状コロニーが純培養状に623CFU/mlで分離され

た．分離菌はグラム陰性短桿菌で，非溶血性，非運動

性，カタラーゼおよびオキシダーゼは陽性だった．分離

菌は IDテストHNh20ラピッド「ニッスイ」による同定

の結果，コードNo. 7615752で P. multocida（100％

id）と同定された．

P. multocida特異的遺伝子の検出：P. multocidaの

特異的遺伝子が検出された．

P. multocidaの莢膜抗原型別試験：莢膜抗原はA型

と判定された．

P. multocidaの菌体抗原型別試験：菌体抗原は3型

および4型抗血清と反応したことから3，4型と判定さ

れた．

PMT遺伝子 toxA保有試験： toxAは検出されなかった．

薬剤感受性検査：クリンダマイシンおよびバンコマイ

シンは耐性，他の11薬剤はすべて感性であった．

考　　　　　察

牛の乳房炎からの分離菌の報告は，世界的にもStrep-

tococcus spp，Staphylococcus spp，Escherichia coli，

Arcanobacterium pyogenes，Klebsiella pneumoniae，

Pseudomonas aeruginosaなどが多い［3, 4, 12］．Mali-

nowskiら［4］はポーランドにおける乳牛の乳房炎の原

因菌調査を行った．CMT陽性の18,713検体からの菌分

離では大腸菌（52 .3 ％）が最も多く分離され，以下

Streptococcus spp.（ 15.7％ ）， Coagulase Negative

Staphylococci（CNS）（14 .6 ％），Staphylococcus

aureus（8.6％）であり，P. multocidaの分離率は

3.1％であった．このようにP. multocidaの乳房炎から

の分離報告は少なく，分離例もホルスタイン種などの搾

乳牛に限られている［3h6］ことから，今回の症例はき

わめて稀少な例であると考えられた．

P. multocidaの血清型と菌の病原性には密接な関連性

があり，また分離宿主および疾病によって異なる傾向を

示す［1, 13］．Daviesら［5］は英国における牛の肺炎

や乳房炎由来P. multocida 153検体についてPCRによ

る莢膜抗原型別を行ったが，F型の1例を除き，すべて

が A 型に型別された．国内でも牛から分離される

P. multocidaの莢膜抗原型はA型が大多数で，次いでD

型が多い［14, 15］．また，国内の乳牛の乳房炎由来株

の莢膜抗原型では，株数は少ないが，2株ともA型とさ

れている［6, 14］．米国の20種類以上の動物から分離し

た762株の成績［16］では，菌体抗原3，4型が137株

（18.0％）を占めており，3型（54.0％）に次いで多か

った．その中の牛由来株では55株中5株（9.1％）を占

め，3型（60.0％），3，4，12型（20.0％）に次ぐ3番

目に多い型であったことから，分離菌は多くの動物由来

株に比較的よく認められる血清型であると考えられた．

toxAは143kDaの易熱性の壊死毒素（PMT）蛋白をコ

ードする遺伝子である［17］．1990年代に入って国内に

おいてもPMT産生性のP. multocidaが実験的に豚の萎

縮性鼻炎をおこし得ることが確認された［18］．牛由来

株のPMT産生性の報告は少ないが，Jaglicら［19］の

調査では，子牛由来31株中1株（3.2％）で検出され，

渥美ら［14］の北海道の子牛由来株の調査では，莢膜型

D型に属した2株のみPMTを産生し，A型81株は非産

生株であった．

薬剤感受性では，自然耐性とされるクリンダマイシン

およびバンコマイシンにのみ耐性であった．今回の治療

は，初診において使用したベンジルペニシリンおよびス

トレプトマイシンの合剤によって罹患分房の硬結や腫脹

が軽減されたが，第2診時に膿瘍と思われる結節が認め

られた．そのためセファピリンベンザチンに薬剤を変更

し，その後良好な経過で治癒した．

今回，患畜や哺乳子牛の上部気道からの菌分離は行っ

ておらず，感染経路については不明である．ただし，同

居牛に肺炎等の呼吸器症状は認められなかったことや，

P. multocidaは外界での抵抗性は弱く，乾燥や日光な

どにより長期間生存しないことから［1］，患畜の上部気

道や環境からの感染の機会は少ないものと考えられた．

Maplesdenら［20］は，カナダにおいて世界で始めて

のMannheimia haemolyticaによる乳牛の乳房炎を報

告し，感染経路は子牛の哺乳によるものであったと推察

している．今回，分娩後87日経過しており，子牛の哺

乳が一定期間継続していたことから子牛の上部気道や口

腔内に常在するP. multocida［1, 14］が乳頭口を介し

て感染した可能性が示唆された．今回の成績から，分離

された P. multocidaについては，牛で通常に保菌して

いる可能性もある菌型であったことから，肉用牛の乳房

炎については当該菌の関与することも考慮する必要があ

ると考えられた．

稿を終えるにあたり，分離株の菌体抗原型別を実施していた

だいた 農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所，

星野尾歌織研究員に深謝する．
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Occurrence of Mastitis Associated with Pastuerella multocida
in Japanese Black Cattle

Masanao MATAYOSHI＊†, Hisashi FUNAKURA, Kenta URAE, Kenji YOKOGAWA 
and Toru KAWAI

＊Yaeyama Livestock hygiene Service Center, 99 Ookawa, Ishigaki, 907h0022, Japan

SUMMARY

An eight-year-old breeding Japanese Black cattle showing swollen and palpable induration in the right front
quarter was diagnosed with clinical mastitis using the California Mastitis Test, on Ishigaki Island, Okinawa Pre-
fecture, Japan, on June 2009.  Pastuerella multocida was isolated from the milk sample of the cattle purely with
a titer of 623 CFU/ml.  The isolate was determined as serotype A : 3, 4 by capsular PCR typing and gel diffu-
sion precipitation.  ToxA gene encoding Pasteurella multocida toxin was not detected from the isolate.  This is
the first case report of Japanese black cattle mastitis associated with P. multocida in Japan.
― Key words : mastitis, Pasteurella multocida, serotyping.
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